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特集「Society 5.0を実現するコンピュータセキュリティ技術」
の編集にあたって

吉岡 克成1,a)

IoT（Internet of Things），人工知能（AI），ロボットや

自動走行車といった先端技術の発展を背景に，少子高齢化

や貧富の格差などの課題を克服し，希望の持てる人間中心

の社会，Society 5.0の実現が期待されている．一方で，技

術の発展と社会への浸透に伴い，これを悪用し不正に利益

を得たり，他者に害をもたらそうとする試みもまた増加す

ることが予想される．Society 5.0がもたらす恩恵は，これ

らの先端技術が悪用されることなく適切に機能し，利用さ

れることが前提となっており，その実現には，不正に対抗

するセキュリティ技術が必須と言える．そのため，学術界，

産業界において様々なセキュリティ技術が研究開発されて

いる．

本特集号では，Society 5.0を実現するためのコンピュー

タセキュリティ技術について，基礎理論，プロトコル，アー

キテクチャ，ソフトウェアシステムの研究，およびそのア

プリケーション，実装例，管理運用，さらには行動科学や

社会科学的考察をも含めた広範囲のセキュリティ技術を議

論することにより Society 5.0の実現に貢献することを目

指して企画された．

本特集号には 28件の論文が投稿され，特集号編集委員会

による慎重な審議を経て英文論文 8件を含む 17件の論文

が採択された．本論文の掲載がサイバーフィジカルセキュ

リティ技術の向上と安心・安全な社会の実現に寄与できれ

ば幸いである．

特集号の編集にあたり，限られた時間の中で，多様な分

野の論文について慎重な査読を頂き，計画どおりに出版

に至ることが出来たのは編集委員，査読者，学会関係者の

方々のご尽力によるものであり，厚く御礼を申し上げたい．

特に沖野浩二幹事（富山大学），山田 明幹事（KDDI総合

研究所）には本特集号の企画から査読，編集，出版準備に

至るまで全般的にご尽力頂き，心から感謝する次第です．
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